








要約

1)周産期センターで十分に産科管理された満期産児では新生児仮死発生率は約 1%であっ

た。

2)満期産仮死児の母体背景として、年齢、経産回数、母体合併症、分娩週数は関与しない

が、仮死児の約 1/3は骨盤位であった。

3)満期産仮死児の 70-80%が CTG 上、胎児仮死と診断されており、CTG 上胎児仮死なしと判

定されていれば仮死児であっても予後は良好であった。

4)満期産仮死児で後障害につながるのは、全分娩数の 0.03-0.05%(2000-3000 分娩に 1例)

程度であり、その背景因子としては、早剥、子宮内感染、分娩遷延、緊急母体搬送などの

関与がみられた。


